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向春の候  

気温はまだ低いとはいえ、窓から入る春めいた日差しがうれしいこの

頃ですが、皆様いかがお過ごしでしょうか。 
 

さて、今回は、２月 13 日に開催した令和元年度通常総会及び技術研修会の様子と、広域活動組

織レポ－ト（大町市美麻）の取組を紹介します。 

 

令和元 年度通常総会 
 
 

協議会規約第 13 条に基づく令和元年度長野

県農業農村多面的機能発揮促進協議会通常総

会が、２月 13 日（木）長野市の長野県土地改良

会館で開催されました。(会員数 78 名 本人出

席 15 名、代理人出席 21 名、委任状 39 名） 

 

●総会の内容 
 
１．総会報告事項 
 
・多面的機能支払事業の実施状況について 

 
・令和元年度事業実施状況及び予算の執行状      
 況について 
                       

     令和元年度通常総会 赤羽会長挨拶              

２.議決事項                                            （長野市：土地改良会館） 
 
（１）平成 30 年度事業報告及び収支決算について 

 
（２）令和元年度収支予算の補正(案)について 

 
（３）令和２年度事業計画(案)及び収支予算（案）について 

 
（４）協議会規約の一部改正（案）について 

 
（５）役員の選任について  
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長野県の多面的機能支払事業の令和元年度実施状況 

総会では、事務局より、事業の実施状況の報告がありました。 

 

 

 

 

※Ｈ30 及びＲ01（見込み）カバ－率は、Ｈ28 県集計値 101,028ha（田 53,124ha 畑 42,671 草地 5,233ha）に対する率。 

※全体カバ－率は、「農地維持の取組面積」に「資源向上のみ取組む面積」を含めた率。 
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多面的協議会の令和元年度の主な事業実績 
 
 

総会では、田中事務局長より令和元年度の主な事業実績の報告がありました。 
 
●令和元年事業実績  

事  業 内  容 
  

活動計画書の事前確認 
市町村の確認事務の支援：(新規 16 組織、再認定 357 組織、変更 39 
組織、計 412 組織) 

  

事務研修会 書類作成や事業内容の理解を深めるため：(11 会場、1,010 人) 

  

技術研修会 ・開水路の目地補修：(飯島町会場、116 人  阿智村会場、44 人) 

  
  

市町村担当者会議 市町村職員を対象に実施：1 会場、138 人 
  

協議会だよりの発行 研修内容や活動組織の活動内容を紹介、2 ヵ月 1 回、6 回発行 
  

ホームページの更新 県内の活動組織の情報の提供や事業実施に必要な様式の提供、 

 活動組織の取組エリアの掲載など 
  

活動区域情報システムの GIS 地図情報に取組み地域を入力新規 15 組織、変更修正 49 組織、 

更新 土地改良区管轄区域別活動組織一覧表機能追加 
  

 

令和２年度の事業計画 
 
総会では、第 3 号議案で令和 元 年度の主な事業計画の提案があり、満場一致で議決されました。 
 
●Ｒ２年度事業計画  

時  期 内           容 

   

 

 

通  年 

・協議会だよりの発行及びホ-ムペ-ジの保守 

・活動区域情報システムの保守 

・組織の広域化に関する支援 

・市町村及び活動組織相談業務 

・活動の手引きの更新 

・市町村等との意見交換 

・関東農政局の抽出検査の対応応援 

 

4 月～9 月 

 

 

・市町村担当者研修会 

・事業計画書等の審査支援 

・監査 

・新規組織及び継続組織に対する事務研修会 

  

10 月～3 月 

 

・内部監査 

・技術研修会 

・活動組織の中間確認指導の支援 

・幹事会、通常総会 
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令和２年度の役員 

役員 所属 職名 氏名 
    

会長 長野県土地改良事業団体連合会 専務理事 赤羽  昭彦 
    

副会長 長野県 農業政策課長 草間  康晴 
    

副会長 長野県農業協同組合中央会 常務理事 清水 勝彦 
    

監事 長野県農業会議 専務理事 小林  文彦 
    

監事 長野市 農林部長 倉島 康嘉 
    

 
※付議 ・役員が各所属の人事異動により交代した場合には、その後任の者がその役員にあたるものとする。 
      ・役員が人気途中に退任するなど補欠が生じた場合、後任の役員は会長に一任するものとする。 

 

令和元年度技術研修会開催 

総会終了後、同会場で県・市町村職員の皆さまを対象とした技術研修会を開催しました。内容は

「施設の点検・機能診断と年度活動計画の策定」と「被災時におけるドロ-ンの活用について」を行いま

した。 

 

「施設の点検・機能診断と年度活動計画の策定」 

1. 点検・機能診断は必須活動である 

 2. 年度活動計画の策定 

 3. 実践活動（現場写真）            

       【土水路の機能診断（法面の浸食・漏水）】    【土水路からコンクリ－ト水路に改修】 

 

「被災時におけるドロ－ンの活用について」 

 1. ドロ－ンによる台風 19 号災害の佐久地域における被災状況の動画 

 2. ドロ－ンの性能及び取扱い 

3. 今後の活用法 

 

 

 

 

 

                       【ドロ－ンによる空中写真】 
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広域活動組織レポ－ト 

広域活動組織レポート「新たな広域活動組織の取組（大町市美麻）」 

 

【はじめに】 

 組織の広域化に関して、本年度新たに立ち上がった 7 つの広域活

動組織のうち、41 号（10 月号）では安曇野市の 5 組織、42 号（12 月

号）では高森町の活動について紹介しました。 

今回は残りの１組織、大町市美麻の広域化についてご紹介します。 

 

【大町市美麻の広域化】 

○大町市（美麻）の概況 

 長野県北西部の中核都市大町市に平成１８年に合併した旧美麻村は、市の東部に位置し、標高 1,000ｍ

を越す山々に囲まれた、優れた田園風景を残す農山村です。 

 古くは麻の産地として知られ、地名の由来ともなっており、四季折々の自然の表情を持ち、雄大な自然と

共に豊かな暮らしができる地域です。 

 

○多面的機能支払の取組 

 大町市全体では３３組織が活動しており、美麻地域では、昨年まで１組織が交付金を活用していました。 

 令和の幕開けと共に、美麻地域の４地区が参加する形で「美麻地域資源保全会」が広域活動組織として

立ち上がりました。 

 活動エリアは、美麻地域の一部を除いた全域で、美麻地域の農地の約７５％に当る３４ｈａを対象にして

います。 

 

○広域化の経緯 

 美麻地域全域で多面的機能支払交付金を活用との住民からの声が上がり、地域と行政が協力して、既

に取組んでいた組織や自治会などへの説明を行いました。 

その結果、資源向上（長寿命化）の活用により、老朽化した施設の改修に課題を抱えている地域を優先

的に取り組む、県内最小規模の広域化が実現しました。 

 

○広域活動組織の概要 

 美麻地域資源保全会は、農地維持、資源向上（共同）、資源向上

（長寿命化）の活動を対象農地３４ｈａ全てで活用することとし、他の

組織同様、農地・水路・農道の草刈り、水路の土砂上げなどの保全

活動、農村環境整備としての植栽や農村文化伝承などの取組、水

路・農道の長寿命化を実施しています。 

 事務は営農組織が中心となって担っており、組織全体の協力体制

で運営しています。 
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■問い合わせ先 

長野県農業農村多面的機能発揮促進協議会 

（担当：田中・白石） 

TEL 026-219-6351 FAX 026-219-6352 

E メール nagano-tamenteki@wonder.ocn.ne.jp 

URL http://www.nagano-nouchimizu.net/ 

 日当等の支払は、振込で処理するなど透明性を確保しています。 

 

○広域化の特徴 

 本組織は、中山間地域で３集落以上が参加し、旧市町村単位レベルで組織した本

県では初めての広域化です。 

 また、水路などの施設は、補助事業で一定の整備がなされていることから、資源向

上（長寿命化）の資金を施設の老朽化に悩む地区に優先的に配分するなど広域化の

資金運用のメリットを最大限に活かす活動をしています。 

 

○広域化の課題 

 未だ旧美麻地域内でも多面的機能支払交付金の行っていない地区があるため、こうした地区の扱いにつ

いては課題が残る状況です。 

 また、農山村では全国的な課題である獣害被害対策に関しては、現在、活動には盛り込んでいないこと

から、今後どうしていくかも課題となります。 

 

○今後の展望 

 広域化により交付額は増額されたものの、規模はさほど大きくない

ため、有効な交付金活用が必要であり、資源向上（長寿命化）に係る

活動では、直営施工も視野に入れ、如何に効率的に資金を支出して

いくかを模索しています。 

 今後、地域の状況を踏まえ、活動項目や範囲の拡大を検討していく

こととしています。 

  

 

 

 事務局から 

 

 

 

   

 

 

「地域協議だより」の発行は今年度最後になり

ます。 

今後とも各地域の様々な事例を皆様に紹介

してまいりますので、よろしくお願いいたしま

す。 


